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無
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千円

人

千円

人

千円
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％

千円

千円
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56,630

費用合計

0.60

人件費

従事者数

人件費

従事者数

0.60

費
用

0

直接経費

00

0.000.00

一部又は全部委託

実施・運営
方法

迅速、効果的な消防・救急活動を行う上で必要となる消防車両等、「消防力の整備指
針」及び地域の実情により更新計画を策定し、それに基づき整備して消防力の強化を実
施する。平成２２年度は、化学車（本署）、高規格救急自動車(北支署）の2台の更新を実
施した。業務内容は、更新車両の仕様書を作成し複数社からの参考見積りを基に設計
書(予算要求額）を作成する。入札後、艤装業者(担当者）と詳細打合せを実施する。そ
の後、設計図及び工程表を提出させ、仕様書どおりか確認する。また、車両艤装過程に
おいて、中間検査、完成前検査及び完成検査を実施する。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

各種災害から市民等の生命、身体及び財産を保護するために消防車両等を更新する。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 1 3

市民生活

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

消防・救急

9

名称：

消防法及び消防組織法・消防車両更新計画(個別計画）

4 1

会計区分 法定受託系

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

消防車両購入事業

322

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

消防本部

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

2,269

一般財源

0
財
源

162,115

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

162,115

32,049

132.2

76,859

その他財源

75,909

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.60

79,128

27,800

0

担当係

事業類型

消防力を強化する

一般会計

地域住民組織

3,2193,219 3,219

Ｈ22決算額

158,896

0

59,849

0.00

対前年比

消防署

警防係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

 
消防車両等の老朽化及び性能の低下が進むことにより、消防の目的である、市民の生
命、身体及び財産を災害から保護し災害による被害を軽減することに支障をきたす。ま
た、平成13年に自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における
総量の削減等に関する特別措置法（自動車Nox・PM法）により更新時期を越えて継続車
検を行うことができなくなることによって、消防組織法第20条に基づく「消防力の整備指
針」の整備目標である消防の責任を十分に果たすことができなくなる。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

地域の特性、出動状況を鑑み車両更新を図る。

更新車両の付属物品を削減しコストダウンに努めた。今後、地域の特性等を鑑みながら
車両の更新を行う必要がある。

更新車両台数

事業目的の
達成状況

消防力の整備指針に基づく充足率では、消防ポンプ自動車が基準数より2台不足してい
るが、消防ポンプ自動車以上の性能を有する水槽車3台を整備しているため目的は達
成している。
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100 100

H23

1

H22

H23H22

2

22

判　　　定

H21

台


	シート

